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議員提出議案第２号 

 

大阪市会情報公開条例の一部を改正する条例案 

 

 本案を別紙のとおり提出する。 

 

                             令和５年２月22日 

 

大阪市会議長 大 橋 一 隆 様 

 

 

         提 出 者 

藤 田 あきら   金 子 恵 美   竹 下   隆 

坂 井 はじめ   岡 崎   太   ホンダ リ エ 

上 田 智 隆   高 見   亮      淳 子 

佐々木 哲 夫   杉 田 忠 裕   山 田 正 和 

  明 石 直 樹   前 田 和 彦   川 嶋 広 稔 

  加 藤 仁 子   太 田 晶 也 
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（別紙） 

 

大阪市会情報公開条例の一部を改正する条例 

 

大阪市会情報公開条例（平成13年大阪市条例第24号）の一部を次のように改正する。 

次の表により、改正前欄に掲げる規定の傍線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げる規

定の傍線を付した部分のように改め、改正後欄に掲げるその標記部分に二重傍線を付した規定（以

下「対象規定」という。）を加える。 

改正後 改正前 

（公文書の公開義務） 

第７条 議長は、公開請求があったときは、

公開請求に係る公文書に次の各号に掲げる

情報(以下「非公開情報」という。)のいず

れかが記録されている場合を除き、公開請

求者に対し、当該公文書を公開しなければ

ならない。 

[⑴ 略] 

(1の2) 個人情報の保護に関する法律（平

成15年法律第57号）第60条第３項に規定

する行政機関等匿名加工情報（同条第４

項に規定する行政機関等匿名加工情報フ

ァイルを構成するものに限る。） 

[⑵～⑻ 略] 

（第三者に対する意見書提出の機会の付与

等） 

第14条 [略] 

２ 議長は、第三者に関する情報が記録され

ている公文書を公開しようとする場合であ

って、当該情報が第７条第１号ただし書、

第２号ただし書又は第３号ただし書に規定

する情報に該当すると認められるときは、

（公文書の公開義務） 

第７条 [同左] 

 

 

 

 

 

[⑴ 同左] 

[新設] 

 

 

 

 

[⑵～⑻ 同左] 

（第三者に対する意見書提出の機会の付与

等） 

第14条 [同左] 

２ 議長は、第三者に関する情報が記録され

ている公文書を公開しようとする場合であ

って、当該情報が第７条第１号から第３号

までのただし書に規定する情報に該当する

と認められるときは、第10条第１項の決定
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第10条第１項の決定(以下「公開決定」とい

う。)に先立ち、当該第三者に対し、公開請

求に係る公文書の表示その他議長が定める

事項を書面により通知して、意見書を提出

する機会を与えなければならない。ただし、

次の各号のいずれかに該当するときは、こ

の限りでない。 

[⑴・⑵ 略] 

[３ 略] 

(以下「公開決定」という。)に先立ち、当

該第三者に対し、公開請求に係る公文書の

表示その他議長が定める事項を書面により

通知して、意見書を提出する機会を与えな

ければならない。ただし、次の各号のいず

れかに該当するときは、この限りでない。 

 

[⑴・⑵ 同左] 

[３ 同左] 

備考 表中の[ ]の記載及び対象規定の二重傍線を付した標記部分を除く全体に付した傍線

は注記である。 

附 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 

説 明 

 個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、公開請求がなされた場合において公開しないこ

ととする情報の範囲を改めるため、条例の一部を改正する必要があるので、この案を提出する。 

 

 

 


